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７月の行事

1(火) 求人受付開始

ケアハウスでの園芸交流

5(土) ハーブ研修会

7(月)～ 11(金) 期末考査

11(金) 第２回ＰＴＡ役員会・評議委員会

14(月)～ 17(木) 通常授業（短縮）

15(火) 岡山西支援学校との交流（１Ｚ）

15(火)～ 16(水)家庭科技術検定食物４級

16(水) 家庭科技術検定被服４級

17(木) 農業技術検定上級

18(金) 終業式

19(土) 第１回日本農業技術検定

19(土)～ 20(日) 室内園芸装飾技能検定

21(月) 海の日

22(火)～ 23(水)家庭科技術検定食物３級

22(火) 農業ｸﾗﾌﾞ農業情報処理競技県大会

（高梁城南高校）

23(水) 農業ｸﾗﾌﾞ意見発表県大会

（勝間田高校）

24(木)～ 31（木）１・２年保護者会

24(木) 農業ｸﾗﾌﾞ測量競技県大会［平板］

（新見高校）

25(金) 農業ｸﾗﾌﾞ測量競技県大会［水準・

ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ］ （新見高校）

31(木) オープンスクール（中２対象）

８月の行事

1(金) オープンスクール（中３対象）

8(金) 夢みらい塾（岡山大学）

21(木) 社会人講師（１･２Ｅ）

23(土)～ 24(日) 福祉的ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞ講座

28(木) 始業式

29(金) 課題考査

我
々
は
肥
料
桶
も
か
つ
ぐ
が

ピ
ア
ノ
を
弾
く
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

校
長

石

田

正

人

タ
イ
ト
ル
の
言
葉
は
、
私
が
大
学
を
出
た
頃
に
、
京

大
の
農
学
部
の
先
生
が
あ
る
新
聞
の
記
事
の
中
で
使
わ

れ
て
い
た
言
葉
だ
。
ま
た
、
今
年
の
５
月

日
、
岡
山
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市
地
域
担
い
手
育
成
協
議
会
で
、｢

こ
れ
か
ら
の
農
業

は
、
カ
ッ
コ
イ
イ
、
感
動
が
あ
る
、
稼
げ
る
。
こ
の
３

Ｋ
で
す
よ｣

と
岡
山
市
の
経
済
局
農
林
水
産
課
の
村
田

守
課
長
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
人
口
七
十
万

都
市
の
幹
部
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
重
み
の
あ
る
言
葉

だ
。
さ
ら
に
、
６
月
４
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
の
ラ

オ
ス
か
ら
の
一
行
７
名
が
有
機
農
業
の
研
修
と
い
う
こ

と
で
本
校
を
訪
れ
た
。
人
口
六
百
万
、
大
阪
府
と
同
じ

人
口
の
そ
の
国
の
未
来
の
農
業
技
術
者
た
ち
が
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
は
有
機
農
業
だ
と
、
県
北
の
新
庄
村
を
訪

問
し
た
後
、
本
校
の
取
組
を
視
察
に
来
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
同
行
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
植
田
チ
ー
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
本
校
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
元
中

国
四
国
農
政
局
の
出
射
さ
ん
は
、
こ
の
備
中
高
松
が
、

ま
だ
こ
の
国
の
誰
も
が
有
機
農
業
と
い
う
言
葉
を
知
ら

な
い
頃
、
旧
高
松
農
協
の
藤
井
虎
雄
氏
が
有
機
農
業
を

提
唱
し
た
こ
と
を
ご
存
知
だ
っ
た
。
そ
の
日
、
本
校
を

去
ら
れ
る
遠
い
国
の
人
た
ち
に
、
お
礼
と
エ
ー
ル
の
つ

も
り
で
、
高
松
の
有
機
無
農
薬
野
菜
生
産
組
合
「
み
ど

り
会
」
の
代
表
大
森
英
夫
氏
か
ら
教
わ
っ
た｢

有
機
農

業
は
勇
気
農
業
だ｣

と
い
う
言
葉
を
贈
っ
た
。
農
業
を

３
Ｋ
の
代
名
詞
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
時
代
は
終
っ

た
。
農
業
は
今
や
、
希
望
、
期
待
、
感
動
の
仕
事
だ
。

少
な
く
て
も
、
私
の
周
り
で
か
つ
て
の
よ
う
な
意
味
で

３
Ｋ
と
言
う
言
葉
を
使
う
人
は
い
な
く
な
っ
た
。

◆

農
業
ク
ラ
ブ
校
内
意
見
発
表
会

◆

６
月

日
（
火
）
、
校
内
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
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し
た
。
こ
れ
は
毎
年
全
校
生
徒
が
農
業
に
関
す
る
意
見

文
を
書
い
て
発
表
し
合
い
、
学
校
全
体
で
各
ク
ラ
ス
代

表
に
よ
る
発
表
会
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
各
ク

ラ
ス
代
表
と
科
か
ら
の
推
薦
者

名
が
「
食
料
生
産
や
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食
品
加
工
」
、「
環
境
の
保
全
や
創
造
」
、「
文
化
や
交
流
、

福
祉
」
な
ど
に
つ
い
て
７
分
間
の
原
稿
に
ま
と
め
発
表

し
ま
し
た
。
ど
の
発
表
も
日
々
の
学
習
や
体
験
の
中
で

得
ら
れ
た
具
体
的
な
意
見
で
熱
意
に
溢
れ
、
た
く
ま
し

さ
が
み
な
ぎ
る
素
晴
ら
し
い
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
学
校
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
た
３
名
は
、
７
月

日
に
勝
間
田
高
校
で
開
催
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さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ど
う
か
高
農
生
の
代

表
と
し
て
堂
々
と
発
表
し
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
全

国
大
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
最
優
秀
賞
◆

・
「
心
の
ノ
ー
ト
」

大
西
美
優
（
３
Ｆ
）

県
大
会
出
場

◆
優
秀
賞
◆

・
「
人
間
と
動
物
～
ポ
イ
捨
て
か
ら
共
存
を
考
え
る
」

津
川
捺
美
（
３
Ｚ
）

県
大
会
出
場

・
「
牧
石
青
ネ
ギ
と
共
に
歩
む
人
生
」

今
井
優
成
（
１
Ａ
）

県
大
会
出
場

・
同

優
秀
賞
受
賞
者

廣
岡
敬
太
（
３
Ａ
）

信
元

優
（
３
Ｈ
）

◆ ラオスからの農業研修生が来校 ◆

６月４日（水）、JICA（国際協力機構）を通じて岡山県新庄村に有機農業の研修に来日しているラオ

スからの研修生一行７名が本校を訪れました。一行は、ラオス中部のサワンナケート県で農業指導を行

う農業普及員ら（22 ～ 46 歳の男女）で、「日本の進んだ農法を学び健康的な農産物の生産を故郷で広

めたい」と新庄村のアジア有機農業連携活動推進協議会で研修を行い、帰国前に特に高校で有機農業に

取り組む本校を視察するとともに農業を学ぶ高校生との交流を目的に来校されたものです。交流を行っ

た農業科学科３年の環境農業専攻生たちは、国の新たな産業として有機農業を学ぶ彼らの熱心な姿に大

きな刺激をもらった様子で、専攻長の廣岡敬太君は「しっかり勉強し

て将来ラオスに先生として行きたい」と力強く話していました。

◆

卒
業
生
を
囲
む
会

◆

６
月

日
（
木
）
、
３
年
生
の
進
路
意
識
を
高
め
る
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こ
と
を
目
的
に
、
卒
業
生
を
囲
む
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
を
Ｈ
Ｒ
に

招
き
、
職
場
で
の
様
子
や
進
路
決
定
ま
で
の
体
験
談

な
ど
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
方
か
ら
は
、
社
会
に

出
る
と
失
敗
は
取
り
返
し
の

き
か
な
い
こ
と
や
「
信
頼
」

が
第
一
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

希
望
す
る
会
社
が
あ
れ
ば
必

ず
事
前
に
研
究
し
て
訪
問
し

て
お
く
こ
と
な
ど
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
高
校
卒
業
予
定
者

に
対
す
る
求
人
受
付
は
７
月

１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

◆

岡
山
掃
除
に
学
ぶ
会

◆

６
月

日
（
日
）
、
本
校
を
会
場
に
「
第
一
六
〇
回
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岡
山
掃
除
に
学
ぶ
会
（
心
を
磨
く
ト
イ
レ
掃
除
の
会
）
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
生
徒

名
を
含
む

名
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55

が
参
加
し
、
約
２
時
間
の
掃
除
実
習
に
励
ん
だ
後
、

皆
で
団
子
汁
を
い
た
だ
き
な
が
ら
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
本
校
で
は
９
年
連
続
の
開

催
で
、

年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
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ね
て
来
ら
れ
た
卒
業
生
の
方
や

親
子
連
れ
等
、
様
々
な
方
々
と

一
緒
に
「
凡
事
徹
底
」
の
大
切

さ
や
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
「
心

を
磨
く
」
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。


